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◦アンケートの送付、定期送本、バックナンバーの取り寄せ
　に関するお問い合わせは木楽舎までお寄せください。
◦本誌掲載の記事、写真、イラストなどの
　無断転載を禁じます。

mundi

 9月号  特集 
NGO  世界をつなげる市民のちから
現地に密着して国際協力に取り組むNGO。JICAとの連携によって、その強みがいっそ
う発揮されている現場を紹介します。

次号予告（2019年9月1日発行予定）

JICAや記事内容についてのご意見、ご感想をお待ちしております。
また、こんな企画を実施してほしいなどのご希望もぜひお寄せくだ
さい。お寄せくださった方の中から、抽選でプレゼントを差し上げま
す。下記項目をお書き添えのうえ、巻末のアンケートはがき、Eメー
ル、またはファクスでお送りください。

●氏名　●住所　●電話番号　●年齢　●性別　●職業
●本誌を入手した場所　●面白かった記事　●本誌へのご意見・
ご感想
●JICAへのご意見・ご質問　●ご希望のプレゼント番号
＊お寄せくださったご意見・ご感想は、本誌やJICAのウェブサイトに転載す
る場合があります。あらかじめご了承ください。ご記入いただいた個人情報
は、プレゼントの発送および誌面の向上に役立てること以外の目的で使
用いたしません。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

◎応募締め切り 2019年9月15日

アンケートのお願い プレゼント
付き

［2019年8月号のプレゼント］

タイのお土産
蚕繭のフェイシャルスクラブ
2名様

1

パラオのお土産
首飾りとココナツミルクの石けん

1名様

2

書籍
 『すべては救済のために
　デニ・ムクウェゲ自伝』

デニ・ムクウェゲ 著、
加藤かおり 訳　あすなろ書房
1名様

3

●申し込み方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希
望の送本期間・送付開始月号を明記の上、所定の金
額（送料＋手数料）を郵便局でお支払いください。入
金の確認後、発送の手配をいたします。入金から1週
間程度かかることもありますのでご了承ください。
＊複数冊、またはバックナンバーをご希望の場合は送料が異なりま
すので『mundi』編集部（木楽舎）までお問い合わせください。

定期送本の
ご案内

『mundi』バックナンバーはJICAのウェブサイトでもご覧になれます。
http://www.jica.go.jp/publication/mundiJICA mundi

大学のときインドネシアに留学していました。ついにジャカルタに
地下鉄が開通したとの記事に、懐かしい日々が蘇ってきました。こ
の20年の間にすっかり様変わりしているであろうインドネシアへ、
いつか家族を連れていきたいです。
 （鳥取県／ 40代／女性）

私たちが当たり前だと思っている生活は、日本の技術力や制度が
しっかりしていることなしには成り立たないのだということをあらた
めて感じました。それらが途上国の国造りにも大きな影響を及ぼし
ていることに感銘を受けました。
（神奈川県／ 30代／女性）

5月号「特集 日本式の協力　
だから、日本式！～国造り編～」を読んで

6月号「特集 港湾・海上保安
自由で安全な海と港」を読んで
海上保安庁が東南アジア諸国の沿岸警備隊に協力しているの
は知っていましたが、JICAも協力しているというのをはじめて知るこ
とができてよかったです。また、サミットに関する「教えて！ 外務省」
（p.34）の記事は、G20大阪サミットが開催されることもあり、タイム
リーな記事だったので関心を持って読むことができました。
（和歌山県／ 20代／男性）

片上小学校の「“届けよう、服のチカラ” プロジェクト」（p.26 世界
につながる教室④）は、不要な服のあまりの量に驚きました。大量
生産・大量消費の生活は、いつか破綻するのではないでしょうか。
（徳島県／ 40代／男性）

読者の声
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